




要約  市町村における母子保健事業の効率化について、基本となる概念設計を主体とした

研究を方向づけた。そのため、「いま何故、市町村母子保健事業の効率的実施が問われる

のか」の課題に基づき効率的実施に必要な温もりのある地域モデル研究の基礎的粂件を明

らかにした。

 平成 8年度はこれらの基礎的条件に焦点を置きつつ、「発展段階及び地域氷準を考慮し、

どの様な体系にて母子保健事業の効率化を図るか」を課題とし、地域母子保健を巡る社会

経済や行政改革に伴う変動影響、科学技術や情報システム発展に関する構造調整、人材開

発および調査研究の方向等について総括的考察を行った。これらの検討を通じ市町村にお

ける母子保健事業の効率的実施に必要な政策科学的ガイドラインの基本構想を明らかにし

た。


